
地域財政セミナー
第 1 部 シンポジウム　13：00～15：00

地域の繁栄のための自治体の役割
二人の会計学者が語る　地方財政の新しい役割

VUCAの時代において急激に技術革新が進み、社会のあり方がグローバルに変容している
今日、ひとりひとりの生活の場を支える地方自治体の役割はこれまで以上に大きくなってい
ます。
地方自治体が、地域社会の健全な維持発展に貢献するため、公会計情報がどのように活用
できるのか、グローバルな動向とローカルな現実の両面から、この課題について視野を広げ
て考えてみましょう。

京都大学教授（経営管理大学院）　　　澤邉  紀生氏
早稲田大学教授（管理会計・行政経営）目時  壮浩氏

意見表明

第 2 部 財務会計システム デモンストレーション　15：00～16：15

時代を画する野心的な財務会計システム【 Common 】
（株式会社システムディ　公会計ソリューション事業部）

数年前から多くの自治体・総務省が希求してきた、早期決算・作業量低減（コストダウン）は3会計統合型の財務会計システムとして実
現しましたが、この「三会計の統合」によって数々の新しい経営資料の出力が可能ともなりました。
その主なものは
1. 施設カルテ（施設の建設、維持コストや更新政策など、すべての関連データが集約）で自動作成、ワンクリックで出力可能。
2. 予算関連データ（行政評価用のコスト、主要な施策の成果報告書、予算書などを発生主義でも提供。（フルコスト）
3. 充実した投資計画（資産投資だけでなく、投資的経費も含む。財源計算の充実）
4. 未来の計画と地域政策への広がり（財政収支の見直し（予備決算制度）、財政計画（公会計）両者の同時対比出力など）

開 催 日 程 ・ 会 場

『1回の処理で「歳入・歳出決算」「決算統計」「公会計」を一括出力』
「決算統計」や「公会計」のための特別な書類作成業務は不要

主催　株式会社パブリック・マネジメント・コンサルティング　TEL. 03-6456-4660 （担当　河崎）
         株式会社システムディ　公会計ソリューション事業部　TEL. 03-5777-5231 （担当　山崎）

後援　一般社団法人地方公会計研究センター　TEL. 03-6456-4681（担当　下田）

自治体関係者様
受講無料

未 来 を 創 造 す る

11月8日 (水)　横浜会場

公益財団法人神奈川産業振興センター
13F第3会議室

神奈川県横浜市中区尾上町5-80

11月7日 (火)　大船会場

エキマエ大船ビジネスポート
ハイウェーブ

神奈川県鎌倉市大船1-11-7ヴィコロビル３Ｆ



地域財政セミナー

京都大学経営管理大学院
教授　澤邉 紀生（さわべ のりお）

京都大学経済学部卒業、京都大学博士（経済学）。Stockholm School of Economics客員研究

員、立命館大学経営学部助教授、九州大学准教授等を経て、2007年より京都大学経営管理大学院・

経済学研究科教授、2022年より京都大学経営管理大学院院長。『会計改革とリスク社会』（岩波書

店，2005年）『公会計データで読み解く地方財政改革』（吉岡和守との共著，西日本出版社，

2022年）など著作多数。2016 Emerald Literati Network Award受賞。

参 加 申 込 書

早稲田大学大学院会計研究科
教授　目時 壮浩（めとき たけひろ）

早稲田大学大学院博士後期課程満期退学，博士（商学）早稲田大学。武蔵大学経済学部専任講師，

同准教授，The University of Sydney Business School客員研究員，早稲田大学商学学術院准教

授を経て，2022年より同教授。同年9月より早稲田大学大学院会計研究科教務主任。『異論・正論

管理会計』（共著，中央経済社，2021年），『実務に活かす管理会計のエビデンス』（共著，中央

経済社，2022年）など。日本原価計算研究学会・学会賞（論文賞，2018年）受賞。

FAX
宛先
株式会社パブリック・マネジメント・コンサルティング
特別営業部 石井孝明

出席ご希望の方は下記ご記入の上、FAXにてお申込みください。
参加日はいずれかに〇をお願いします。

個人情報の取り扱いについて
お申込みにあたり、本セミナーの参加確認・連絡対応および、当社からの情報提供に限り使用いたします。

氏名 所属 電話番号 Mail 参加日

11 / 7　11 / 8

11 / 7　11 / 8

11 / 7　11 / 8

03-6456-4661

講師ご案内




